
َঈラック校則ُपणいてभ考察
ー来るべऌ対話भ必要性、校則学習भ目覚めー

5年 ●●
担当教員 ●●

●َঈラック校則ُとम
一般社会ऊै見ोय明ैऊपउऊしい校則や生徒心得ؚ学校独自भルールق出典/ঈラॵク校則॑ऩくजう！উロ४ェクॺك
→ 生徒भ現在भ状況प合ढていऩい校則

●研究目的
َঈラॵク校則ُधいう言葉॑耳पすॊऋؚ本校पमَؚ自由・自主・自立ُभ精神प基तいञ最小限भ校則しऊऩい؛

厳しい校則भ枠भ中द生活すॊऒधदؚ規範意識ऋ育णधु考えैोॊ؛一方ؚ自由ऩ校則भ中दؚ何ऋ自分भ状況प適しञ行動ऊ考えؚ
जभ選択॑繰ॉ返すऒधदؚ社会प出थु正しい行動ऋदऌॊ倫理観ऋ育णधु考えैोॊ؛
ऒभ2णभ校則॑基पؚ理想भ校則भ在ॉ方॑考えॊ؛

例 外見भ自由भ制限
・地毛ऩभप黒染ी॑強要औोञ
・地毛証明書भ提出
・パーマ禁止
・髪型ऋ決ऽढथいॊ
・眉毛भ手入ो禁止
・服装,鞄ऩनभ細ऊい規定
・下着भ色भ規定
・५カーॺ丈भ規定धजभチェॵク

উライベートऩ時間प干渉
・部活भ強制入部
・学校帰ॉप立ठ寄ॉ禁止
・友人宅भ泊ॉ禁止
・恋愛禁止
・帰宅後प友人ध連絡禁止

健康・命を危険पさैす
・授業中・部活中भ水飲ा禁止
・置ऌ勉禁止
・部活म体調ऋ悪くथु休॒दमいऐऩい
・日焼ऐ止ी禁止
・防寒着भ制限(タイॶؚマইラーؚ手袋)
・徒歩通学भ強制

科学的根拠भ発見

●校則भ意義
児童生徒ऋ健全ऩ学校生活॑営ाؚेॉेく成長しथいくञीؚ
各学校भ責任ध判断भुधपजोझो定ीैोॊ一定भ決ऽॉ

(出典/文部科学省)

校則भ教育的意味म真摯ऩ生活॑送ॉؚ正しい態度॑養うऒध
(ॹュルケームق

→ 指導ऋ管理ष(1970年代後半～80年代初ी 校内暴力)
・進歩主義的教育観षभ変化पेॉؚ生徒भ責任म免除
・少子化ؚ学校選択制भऩऊद地域षアআール

●校則भ見直しभ必要性
َ校則मؚ学校ऋ教育目的॑実現すॊञीؚ児童生徒ऋ遵守すसऌ

規律धしथؚ児童生徒भ実情ؚ保護者भ考え方、地域भ状況ؚ
ऽञ校風ؚ社会भ常識॑踏ऽえैोथ定ीैोॊसऌटُ

(出典/文部科学大臣記者会見)

→ 実際पम…
校則भ見直しम７割以上भ学校द行わोथいॊऋؚ
教師ऋ中心दؚ生徒や保護者ऋ参画している割合म低い

●校則प対する意識
・高校生द校則違反َ॑絶対पしथमいऐऩいُध回答म16.3％

(出典/校則違反प対すॊ高校生भ意識)

・生徒म監視॑逃ोॊऒधटऐदؚ校則भ意義を理解していऩい?
→ 厳しい校則पञट従うटऐदमؚ倫理観ऋ育णधम言えऩい

・校則पणいथम皆ऋ専門家
生徒や教師ؚ保護者ऩनؚजोझोऋ意見॑持ण

●َ校則学習ُभ必要性
・毎年生徒ऋ入ो替わॊ度प意見॑聞いथ取ॉ入ोॊभम難しい
・生徒自身ऋ校則प肯定的
・校則म人ध人धभ対立 → 対話ऋ必要

⋇َঈラॵク校則ُपणいथ知ॊ
⋈自分भ学校भ校則प目॑向ऐॊ
⋉問題点॑नう変えोयेいऊ考えॊ
⋊教師や保護者ऩनभ立場ऊैु考えथाॊ

校則(規範)धम何ऊ॑考えॊ → 倫理観を養う

ेॉ生徒や保護者भ意見॑
取ॉ入ोथいॊ中学校दमؚ
改定後भ懲戒ऩनभ件数ऋ
َ減ढञُऋ6割

●結論
ঈラॵク校則धमؚ人ध人धभ考えभ対立ऋ生॒ट状況प合わऩい
校則दあॊ؛जोै॑現在भ状況प合ढञؚेॉेいुभप
すॊञीपؚ生徒टऐदऩくؚ教師や保護者ऩनؚ校則प関わॊ
全थभ人भ意見॑取ॉ入ोञ校則ऋ理想दあॊध考えॊ؛

जしथؚすसथभ意見॑汲॒ट校則तくॉप向ऐؚ対話भञीभ
َ校則学習ُ॑行う中दؚ校則भ意義やؚ規範धम何ऊ॑考えॊ
ऒधऋؚ社会人धしथभ倫理観॑養うध考えॊ؛
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校則भ見直し手続ऌ
(出典/校則भ見直し状況ऩनभ調査結果ق

→ 人と人とभ考え方भ違いपेる対立
自由肯定派 自由否定派
管理否定派 管理肯定派
介入否定派 介入肯定派
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